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Ｑ．令和５年10月１日から始まるインボイス制度は、
原則として、令和５年３月31日までに適格請求書発
行事業者の登録申請書を提出する必要があります。
あらためて、登録の手続き等「登録制度」について教
えてください。
Ａ．
１．登録の任意性
　適格請求書を交付できるのは、登録を受けた適格請
求書発行事業者に限られますが、適格請求書発行事業
者の登録を受けるかどうかは事業者の任意です。
　ただし、登録を受けなければ、適格請求書を交付す
ることができないため、取引先が仕入税額控除を行う
ことができませんので、このような点を踏まえ、登録
の必要性をご検討ください。
　また、適格請求書発行事業者は、販売する商品に軽
減税率対象商品があるかどうかを問わず、取引の相手
方（課税事業者に限ります。）から交付を求められたと
きには、適格請求書を交付しなければなりません。
　一方で、消費者や免税事業者など、課税事業者以外
の者に対する交付義務はありません。例えば、顧客が
消費者のみの場合には、必ずしも適格請求書を交付す
る必要はありません。このような点も踏まえて、登録
の必要性をご検討ください。
　（参考）簡易課税制度を選択している場合であって
も、売手として適格請求書を交付するには、適格請
求書発行事業者として登録を受ける必要があります。
　　なお、簡易課税制度を選択している場合には、
課税売上高から納付する消費税額を計算することか
ら、仕入税額の計算のための適格請求書の保存は不
要です。
２．登録申請のスケジュール
　インボイス制度が始まる令和５年10月１日から登
録を受けようとする事業者は、原則として、令和５
年３月31日までに納税地を所轄する税務署長に登録
申請書を提出する必要があります。登録申請書は、
e-Tax を利用して提出できますので、ぜひご利用くだ
さい（個人事業主はスマートフォンでも手続きが可能
となります。）。郵送等により登録申請書を提出する場
合の送付先は、各国税局のインボイス登録センターと
なります。インボイス登録センターの所在地は、イン
ボイス制度特設サイト内「申請手続」をご覧ください。
　なお、免税事業者が令和５年10月１日から令和11年
９月30日までの日の属する課税期間中に登録を受ける

こととなった場合には、登録日（令和５年10月１日よ
り前に登録の通知を受けた場合であっても、登録の効
力は登録日から生じることとなります。）から課税事業
者となる経過措置が設けられています。
　したがって、この経過措置の適用を受けることとな
る場合は、登録日から課税事業者となり、登録を受け
るにあたり、課税選択届出書を提出する必要はありま
せん。
　なお、経過措置の適用を受けて適格請求書発行事業
者の登録を受けた場合、基準期間の課税売上高にかか
わらず、登録日から課税期間の末日までの期間につい
て、消費税の申告が必要となります。
３．登録申請から登録通知までの期間
　登録申請書を提出してから登録の通知を受けるまで
の期間については、一時期に多数の登録申請書が提出
された場合は処理に時間を要するなど、登録申請書の
提出状況により異なります。
　現時点における登録申請書の提出から登録通知まで
に要する期間については、「国税庁適格請求書発行事
業者公表サイト」内「登録申請書の処理期間について」
をご確認ください。
４．適格請求書発行事業者の情報の公表方法
　適格請求書発行事業者の情報（登録日など適格請求
書発行事業者登録簿に登載された事項）は、「国税庁適
格請求書発行事業者公表サイト」において公表されま
す。また、適格請求書発行事業者の登録が取り消され
た場合又は効力を失った場合、その年月日が「国税庁
適格請求書発行事業者公表サイト」において公表され
ます。
　インボイス制度開始まで９か月を切り、登録申請書
提出までも３か月を切りました。
　課税事業者のうち登録を済ませたのは令和４年９月
末時点で38％と対応が遅れているのが現状です。未登
録の課税事業者は、早めの登録申請を検討しましょう。

　【参考】
　国税庁ホームページ「インボイス制度についてお問

い合わせの多いご質問」
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